
八戸工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規則 
 

制  定 平成１４年 ２月１９日 
最終改正 令和 ７年 ３月 ３日 

（趣旨） 
第１条 八戸工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第４４条第２項及び第５０条の規定に

基づき，八戸工業高等専門学校専攻科（以下「専攻科」という。）の授業科目の履修方法及び成績

評価並びに修了の認定等に関する必要な事項は，この規則の定めるところによる。 
（１単位の授業時間） 

第２条 １単位時間は，標準５０分とし，単位制とする。 
２ 授業は，講義，演習，実験及び実習のいずれかにより，また，これらの併用により行うものとす

る。 
３ 各授業科目の単位数は，１単位の授業時間を４５単位時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を

考慮して，次の各号の基準により単位数の計算をするものとする。 
一 講義については，１５単位時間の授業をもって１単位とする。 
二 演習については，３０単位時間の授業をもって１単位とする。 
三 実験及び実習については，４５単位時間の授業をもって１単位とする。 
（履修方法） 

第３条 専攻科の開設する授業科目のうち，選択科目の履修にあたっては，年度当初に「選択科目受

講届」を提出しなければならない。 
（試験） 

第４条 試験の種類は，期末試験、中間試験及び追試験とする。 
２ 期末試験は，各学期末に行う。なお，平素の成績によって評価しうる授業科目については，期末

試験を行わないことがある。 
３ 中間試験は、授業科目によってシラバスに記載した時期に行うことがある。 
４ 追試験は，病気その他やむを得ない事由により，期末試験、中間試験を受験できなかった場合に

別記様式第１号による「追試験願」をコース主任を経て校長に提出して，その許可を受けたうえで

受験することができる。 
５ 試験中に不正行為を行った者の当該学期中に行われた全科目の試験の成績は，零点とする。 

（学業成績の評価） 
第５条 履修科目の学業成績の評価は，試験の成績及び平素の学習状況を総合して１００点法で行

う。 
２ 学業成績を評語で表す必要がある場合は，次の基準による。   

評   価 評   語 
１００点～８０点 A 優 
７９点～７０点 B 良 
６９点～６０点 C 可 
５９点以下 D 不可 

第６条 追試験による成績は，減点しない。 
（単位修得の認定） 

第７条 履修科目の単位の認定は，出席時数が当該科目の総授業時数の３分の２以上で，学業成績の

評価が６０点以上の場合は，単位を修得したものとして認定する。 
 （学業成績の記録及び通知並びに証明） 
第８条 学生指導要録に記載する学年成績は評価で記録し，必要がある場合は評語で記録すること



ができる。 
２ 学生に対する成績通知は評価で行う。 
３ 前項により通知された評価に異議がある場合は，学生は所定の期間において異議申立てを行う

ことができる。 
４ 校外に対して発行する証明書は，必要がある場合は評語で証明することができる。 

（修了の要件） 
第９条 専攻科の修了は，学則第４８条に規定するもののほか，次に掲げる要件を全て満たさなけれ

ばならない。 
 一 学則別表３に定める必修科目を全て修得し，かつ次表に掲げる修了に必要な単位数を修得し

なければならない。 
                               （平成２７年度以降入学者） 

       科 目 
専 攻 

一般科目 
専 門 科 目 

合  計 
専攻共通科目 ｺｰｽ専門科目 

産業システム工学 １１単位以上 １５単位以上 ３０単位以上 ６２単位以上 
 
 二 次に定めるいずれかの英語能力を修得していなければならない。 

（令和５年度以降入学者）  

１ 
総合英語Ａ，総合英語Ｂ，総合英語Ｃの３科目の成績評価のうち２科目以上が

「優」であること。 

２ 
専攻科で行った特別研究について，複数名の校内審査教員の前で，英語で説明

し，英語の口頭試問に答えられること。 
３ TOEIC L&R Test 550 点以上 
４ TOEFL iBT Test 57 点以上 

 
（他の教育機関等で履修した科目の単位認定） 

第１０条 大学及び他の高等専門学校専攻科等における学修の申請及び認定は，八戸工業高等専門

学校における他大学等において修得した授業科目の単位認定に関する規則の定めるところによる。 
（他コース開設科目の履修） 

第１１条 本校の他のコースで開設されている選択科目の履修を希望する者は，あらかじめ担当教

員の許可を得た上で，別記様式第３号による「他コース選択科目受講届」を専攻科長を経て校長に

提出しなければならない。 
（課程修了等の認定） 

第１２条 専攻科の課程修了の認定は，学則及びこの規則に基づき，専攻科課程修了判定会議を経て

校長が認定する。 
（再履修） 

第１３条 前条で単位修得を認定されなかった授業科目は，再履修することができる。 
２ 再履修を希望する場合は，別記様式第４号による「再履修願」をコース主任を経て校長に提出し

て，その許可を受けなければならない。また，選択科目等の再履修を希望する場合は，第３条及び

第１２条に規定する手続きを行うものとする。 
３ 前項の手続きは，再履修しようとする年度の前年度末日までに行うものとする。 
 
   附 則 
 この規則は，平成１４年４月１日から施行する。 
   附 則 
１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 



２ 平成１５年度以前に入学した学生については，なお従前の例による。 
   附 則 
１ この規則は，平成１７年４月１日から施行する。 
２ 平成１６年度以前に入学した学生については，なお従前の例による。 
   附 則 
 この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
 この規則は，平成１９年６月１１日から施行し，平成１９年４月１日から適用する。 
   附 則 

 この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，平成２４年４月１日から施行する。 
   附 則 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 
２ 平成２６年度以前に入学した学生については，なお従前の例による。 
   附 則 

 この規則は，平成２９年４月１日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，平成３０年９月１８日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，令和４年４月１日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，令和５年４月１日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，令和６年４月１日から施行する。 
   附 則 

 この規則は，令和７年４月１日から施行する。 
 


	（趣旨）

